
Ｒ６ 北九州市子ども読書の日 開催結果報告 

 

 全市的に子どもの読書活動の機運を高めるため、独自の「北九州市子ども読書の日」令和

３年度に設定。第４回目となる令和６年度も子ども図書館をはじめ各地区の図書館では、趣

向を凝らした様々なイベントを実施した。 

 

◆令和６年度 

【開催日】 令和６年１０月２７日（日） 

 

【子ども図書館開催イベント】  

 

名称 石うす体験会 自分だけの缶バッジを作ろう！ 

内容 いのちのたび博物館の協力により、石うすを

挽いて大豆からきな粉を作る体験会を開催 

漫画ミュージアムの協力により、自分が描い

た絵でオリジナルの缶バッジを作成 

時間 11：30、13:00、14：30 11:00～15:00 

参加者 幼児、小学生、保護者  7３名 幼児、小学生、中学生、保護者  ２１０名 

写真 

  
 

名称 北九州市立高校  

「子ども図書館魅力発見クイズラリー」 

北九州市立大学  「触れる平和・戦争展示 

さわってみよう！ピース展」 

内容 北九州市立高校生徒が、図書館内を巡るク

イズラリーを実施 

北九州市立大学の学生が、平和に関する資

料や絵本を収集展示。来場者へ資料解説。 

時間 11:00～1５:００ 11:00～15:00 

参加者 幼児、小学生、中学生、高校生、保護者８２名 幼児、小学生、中学生、保護者 ５９名 

写真 

  

モモマルくん 

＆カネリン 

グリーティング 

            消防音楽隊＆ 

    カ   カラーガード演舞 

  



 

【成果】 

○今年度は、漫画ミュージアムがオリジナルの缶バッジ作りのブースを新たに出展した

ほか、いのちのたび博物館も昨年度好評であった昔の道具に触れる体験型の催しを行

うなど、複数の文化施設と連携をとることができた。また、公営競技局の協力によ

り、足こぎバイクで発電した動力でスロットカーを走らせる体験イベントや、消防音

楽隊公演、プレイベントとして民間企業と共催で行った読み聞かせ会などでイベント

を充実させ、普段、図書館に来ない子どもや未就学児、保護者に対しても、来館のき

っかけづくりができた。 

○北九州市立大学の学生による平和に関する展示、北九州市立高校のクイズラリー、近

隣３中学校のビブリオバトル発表会、子ども図書館ジュニアサポーターによるしおり

作り教室や POP展示など、幅広い世代が関わるイベントを実施することで、中学生、

高校生、大学生の活動を発表する機会を提供することができた。 

 

【来館者数】  １，３７７人 （Ｒ5年度 1,423人 Ｒ4年度 1,431人、Ｒ3年度 1,358人） 

 

【地区図書館での主なイベント】 

おはなし会、絵本ミュージカル、ブックリサイクル、特別展示、読書ノートの配布など 

名称 足こぎ発電「スロットカー」レース ３中学校生徒 ビブリオバトル 

内容 公営競技局の協力により、バイクをこいで発電し

た動力で「スロットカー」を走らせレース体験 

板櫃中、思永中、篠崎中生徒がビブリオバト

ルを再演 

時間 11:00～1１:５0 14:00～15:00 

参加者 幼児、小学生、中学生、保護者 ５４名 小学生、中学生、保護者、一般市民など ７０名 

写真 

  

名称 しおり作り教室 「国際アンデルセン賞」受賞作セレクション 

内容 子ども図書館司書とジュニアサポーター（中

高生ボランティア）がしおり作り教室を開催 

国際アンデルセン書の受賞作品の中から、子

ども図書館司書がよりすぐりの作品を展示 

時間 11:00～15:00 １３：３０～１４：００ 

参加者 幼児、小学生、保護者  １３８名 幼児、小学生、中学生、高校生、保護者など ８00名 

写真 

  


